
ＲＸ２３０＿１００＿ＣＰＵボードサンプルプログラムの使い方 ２０２３．０６．０８

■事前準備

●ｗｉｎｄｏｗｓ１０以上が動くパソコン

●Ｅ２エミュレータｌｉｔｅ

●ルネサスエレクトロニクス社のＣＳ＋ ｆｏｒ ＣＣのダウンロード、インスツール

●ＲＸ２３０＿１００＿ＳＯ１６０２＿Ｅ２ｌｉｔｅ では有機ＥＬモジュール ＳＯ１６０２ＡＷＷＢ

（秋月電子通商さん扱い）とＬケーブル

●ＲＸ２３０＿１００＿ＡＱＭ１６０２＿Ｅ２ｌｉｔｅ では液晶表示板ＡＱＭ１６０２（秋月電子通商

さん扱い）とＬケーブル

等が必要です。

■動作の方法

１．ダウンロードしたファイルを解凍し、ｗｏｒｋｓｐａｃｅに移します。

プログラムは上から

ＲＸ２３０＿１００＿ＡＱＭ１６０２＿Ｅ２ｌｉｔｅ：ＡＮ０００（Ｐ４０）の０－３．３Ｖのアナログ

電圧をＡ／Ｄコンバータでデジタル変換し、液晶板ＡＱＭ１６０２に０－３．３Ｖを表示させます。

ＲＸ２３０＿１００＿ｓａｍｐｌｅ＿ｘｘｘｘ：Ｉ／Ｏポートの半田付け検査用全ポートＯＮ，ＯＦＦ繰

り返し、未半田、他ポートとの接触を確認できるプログラムです。Ｅ１用とＥ２ｌｉｔｅ用があります。

ＲＸ２３０＿１００＿ＳＯ１６０２ＡＷ＿Ｅ２ｌｉｔｅ：ＡＮ０００（Ｐ４０）の０－３．３Ｖのアナロ

グ電圧をＡ／Ｄコンバータでデジタル変換し、有機ＥＬ表示器 ＳＯ１６０２に０－３．３Ｖを表示させ

ます。



プログラムを実行させる前にＥ２ｌｉｔｅのケーブルをＣＰＵボードのＣＮ１に挿入します。全てのプロ

グラムはＥ２ｌｉｔｅから供給される３．３Ｖの電源で動くので、外部に用意する必要はありません。



■ＲＸ２３０＿１００＿ｓａｍｐｌｅ＿ｘｘｘｘの動作

単純に出力設定できるポートを全て出力にし、ＯＮ／ＯＦＦを繰り返しているプログラムです。

Ｅ２ｌｉｔｅの方を選び、ファイルをクリック。

プログラムダウンロード

正常にダウンロード出来るとプログラムの左にアドレスが表示されます。

プログラムはｒ＿ｃｇ＿ｍａｉｎ．ｃの中に書かれています。

プログラムをスタートします。

基板上のＬＥＤ Ｄ１が点滅します。オシロスコープなどがあれば、他のポートもＯＮ／ＯＦＦを繰り返

しているのが観測できます。



■ＲＸ２３０＿１００＿ＡＱＭ１６０２＿Ｅ２ｌｉｔｅ の動作

ＣＮ４の４０番、Ｐ４０／ＡＮ０００にボリウムを付けて、０－３．３Ｖまで変化させると、液晶ＡＱＭ

１６０２に０－３．３Ｖと表示されるソフトです。ＡＱＭ１６０２との接続は以下のように配線して下さ

い。弊社から圧着済みのＬケーブルも出ております。http://beriver.co.jp/USB-CV.html#Lcable

※1 写真のＣＰＵボードは本体にＣＮ４，５，６コネクタを追加したものです。



■実行
ＣＳ＋ のファイルを開く→RX230_100_AQM1602.mtpj をクリック

プログラムダウンロード

正常にダウンロード出来るとプログラムの左にアドレスが表示されます。

プログラムをスタートします。



上手く動作すると、ＡＱＭ１６０２に電圧値が表示されます。ボリウムが無くても、液晶になんらかの電

圧（Ｐ４０／ＡＮ０００の電位）は表示されます。

ウオッチ窓ではＡ/Ｄのデータ、液晶表示するためのＡｓｃｉｉ文字列を見ています。



ＲＸ２３０＿１００＿ＳＯ１６０２＿Ｅ２ｌｉｔｅは有機ＥＬ表示器をＣＮ３に付けて実行してください。

ライブラリが違うだけで、動作は同じです。

https://www.youtube.com/shorts/T4IeBzGMqik
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